
2021年３月期 決算報告

株式会社 西京銀行



2021年３月期 業績ハイライト（単体）

1



2021年３月期 業績ハイライト（単体） ･････Ｐ. 2

西京銀行グループSDGs宣言に基づく地方創生に向けた取組み ･････Ｐ. 10

目次

2



●預金残高対前期比1,101億円増加 貸出金残高対前期比734億円増加

●当期純利益は対前期比14億円増加 過去最高益を更新

2021年3月期 業績ハイライト（単体）
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預金・貸出金残高推移
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●預金残高は、寄付金付き「新型コロナ対策応援定期預金」や「さいきょう年金定期預金」
を中心に、対前期比1,101億円増加

●貸出金残高は、休日相談窓口の設置等、地元事業者さま向け新型コロナウイルス感染症
対策融資に積極的に対応した結果、対前期比734億円増加



経常収益・経常利益・当期純利益

2019/3期 2020/3期 2021/3期 前年比

経常収益 28,133 26,342 26,148 ▲194

貸出金利息 19,041 19,134 19,241 107

経常利益 5,403 4,752 6,295 1,543

当期純利益 3,178 2,932 4,371 1,439

(単位:百万円)
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●市場金利の低位安定の長期化に伴う有価証券利息配当金の減少により、経常収益は
対前年比約2億円減少

●しかしながら、事業性融資の伸長による貸出金利息の増加と、営業店業務の集中化・
効率化による経費の削減効果により、当期純利益は43億円と過去最高益を更新



●地域の皆さまからお預かりした大切な預金を、資金を必要とされている地域の事業者さま

や個人のお客さまに、借入金としてお使い頂く『資金の地域内循環』を推進

資金の地域内循環
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有価証券運用の状況
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●有価証券運用は債券を中心に安全性を重視

●修正デュレーションは国債の償還等により長期化しているものの、前期と同水準である

4年程度を維持

●有価証券評価損益は当期純利益1年分強を維持
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3.518年 3.895年 4.134年

修正デュレーション推移（国内債券）
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不良債権の状況

部分直接償却前開示債権比率

金融再生法基準での開示債権比率

2020/3期 1.19％

開示債権額

2021/3期 1.12％

2020/3期 1.51％ 2021/3期 1.41％

2020/3期 151億円 2021/3期 150億円

2019/3期 1.47％

2019/3期 142億円

2019/3期 1.18％
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●小口分散を意識した融資運営や、感染拡大の影響を受けたお客さまとの接点の機会を高める

ことにより、開示債権比率および部分直接償却前開示債権比率は、引き続き低水準を維持

●開示債権比率は、全国銀行トップクラスの高い健全性を保つ水準



自己資本比率の状況
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●地元向けの貸出金の増加と経費の削減効果による利益の積み上げにより、自己資本比率は

対前期比0.15ポイント上昇の8.02％

●引き続き、国内基準4%を大きく上回る水準
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西京銀行グループSDGs宣言に基づく
地方創生に向けた取組み



コロナ禍における新しい取組み
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山口県への寄付金の贈呈

医療従事者への支援等、

新型コロナウイルス感染

症対策にお役立ていただ

くために、寄付金付定期

預金を発売

スマホで完結！非対面ローンの導入

コロナ禍で外出自粛が要請されるなか、

サービスレベルの維持・向上に取組む

多くの皆さまにご賛同い

ただき、山口県に500万

円を寄付



企業と大学生のマッチング

～「若旅オンラインinやまぐち2020」～

地元企業の課題解決活動 － 人材マッチング
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企業訪問と観光を組み合わせた就活イベント

初のオンライン開催で、山口県の魅力を全国配信

全国27大学から、60名の学生が参加

企業と高度外国人材のマッチング

～「DISCOVER YAMAGUCHI」「JOB Hunting」～

イベント名
DISCOVER

YAMAGUCHI
JOB

Hunting 

対象者
山口県内大学

留学生
広島大学
留学生

開催回数 13回 2回

参加企業数 114社 9社

参加学生数 435名 29名

実績 採用16名、内定7名

企業訪問・面談等、イベント後のアフターフォロ
ーにより、着実に県内企業への就職を実現

累計8回開催し、約300名の学生が参加



低金利時代に、資産運用で地域を元気に！
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銀行と証券会社のノウハウ・サービスを集約

多様な資産運用ニーズにワンストップで対応

『 銀証共同店舗 』の拡大

直近のリニューアルオープン実績

①新下関支店 2021年１月

②周南支店 2021年２月

③本店営業部 2021年５月

県内に順次
拡大予定！

遺言書の書き方、不動産の相続手続き...

運用環境や年齢、目標の変化に合わせた

運用商品の組み合わせ...

個別相談会で、最適なプランをご提案



バドミントンで、地域を元気に！
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「下松市ふるさと納税」

ACT SAIKYOグッズ取扱開始

S/J LEAGUE WEST in 山口

～山口県をバドミントン王国に～

バドミントンを通じた地域活性化策の一環

「地域活性化包括連携協定」を締結した下松市

と、ふるさと納税の返礼品を共同制作

コロナ影響によるS/J リーグ開催中止を受

け、下松市との協働により独自大会を開催

十分な感染対策の上、3日間で800名が来場


